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             2015.11.01 作成 

治療説明･同意書 

 

 

治療内容 活性化リンパ球、NK 細胞、樹状細胞を用いた免疫細胞治療 

 

【はじめに】 

 活性化自己リンパ球療法は，免疫細胞治療のひとつとして研究がすすめられてきました。これは免

疫力を高めることによって腫瘍の活動を抑え，増大していく腫瘍に対して現状維持，場合によっては縮

小する効果をもたらします。一方，加齢による身体の変化は様々な報告がありますが，白血球の中でも

リンパ球は 10 歳代後半から減少し，リンパ球の減少は免疫低下の一つの指標となります。また、ＮＫ細

胞、樹状細胞は腫瘍にたいしての報告がなされております。そこで本クリニックではリンパ球を増やすこ

と、ＮＫ細胞、樹状細胞による抗腫瘍効果を期待して免疫細胞治療を行っております。活性化自己リン

パ球療法を行っております。 

 

【方法】 

 術前診療： 

問診および既往歴より､重篤な局所的、全身疾患がないことを確認して、血液検査にて感染症

の有無を確認します（B 型肝炎および C 型肝炎ウイルス、エイズウイルス等）。 

 

細胞調製および注入： 

術前検査 

↓ 

末梢血を５０ｍｌほど採血で頂きます。（検査用に別途５mほど血液をいただきます） 

↓ 

採取した血液を遠心分離し，リンパ球を 10億個まで、ＮＫ細胞を１０００万個まで、樹状細胞を１００万

個まで培養して増やします。 

↓ 

培養時には各種検査を行い培養した細胞に細菌等の汚染がないことを確認いたします。 

↓ 

培養したリンパ球、ＮＫ細胞を点滴にて樹状細胞を皮下注射にて注入いたします。 

↓ 

1回目の注入後は、８回目まで 2から３週間おきに注入し（１クールの治療期間）， 

 

【本治療法の長所と短所】 

●長所 

注入された細胞により免疫力が向上して、腫瘍の増大を抑制、QOL の改善がみられます。 

●短所 

採取した血液から細胞が増えないことがあります。 

注入後、リンパ球が減少する可能性があります。 

  異常所見があった場合には治療を中止します。 
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 ●既存の方法との比較 

  既存のがん治療方法単独と比較し、再発率の低下、延命効果をもたらすことが報告されてお

ります。 

 

【個人情報の保護】 

 この治療に際して得られた診療情報については担当医師・職員全体が守秘義務を負います。 

 

【治療結果の公表】 

  この治療にあたっては、治療効果等について研究データとして用いさせていただきますが、

研究発表を含め、あなたの名前や個人を識別できる情報は一切公表されることはありません。 

 

【費用について】 

  １クールの培養および治療で２００万円（税抜）の費用がかかります。さらに注入を継続希

望される場合は、追加の治療費が必要となります。また、種々の理由により治療が中止とな

った場合にも培養を行った分の治療費が発生いたします。 

 

【治療の中止について】 

  本治療を受診後、治療の中止をご希望の場合はいつでも治療を中止することができます。 

その場合、あなたが不利益を受けることは一切ありません。 

 

【問合わせ先】 

藤枝平成記念病院  

〒426-0074 静岡県藤枝市水上 123−1 

Tel. 0564-45-3538 Fax. 0546-43-1289 

    担当者氏名：  平井 達夫（医師） 

 

 

以上の説明を       医師から聞きました。治療内容を理解のうえ、治療を受けること

に同意します。 

 

 

平成  年  月  日 

 

受療者名：                             

住  所：                             

電  話：         （     ）             

 

本人署名又は記名・押印：                          

                              

説明者（説明医師）署名：                          


